
　

秋
山
庄
太
郎
は
、旅
を
通
じ
て
そ
の
作

品
世
界
を
広
げ
た
写
真
家
で
し
た
。ス
タ
ー

俳
優
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
な
ど
で
活
躍

し
て
い
た
庄
太
郎
は
、
40
歳
を
迎
え
る

1
9
6
0
年
、人
生
を
見
つ
め
直
す
た
め
、

パ
リ
を
中
心
と
し
た
欧
州
外
遊
に
出
発
。

こ
の
旅
を
契
機
に
、抽
象
、風
景
、動
物
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
主
制
作
に
も
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。な
か
で
も
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
な
っ
た
の
が「
花
」で
、庄
太
郎
自
身
の

言
葉
に
よ
れ
ば
、花
を
求
め
て
日
本
列
島

を「
東
奔
西
走
、南
船
北
馬
」。特
に
花
見

山
に
は
思
い
入
れ
が
深
く
、
毎
春
訪
れ
多

く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
は
、写
真
家
人
生
の
転
機
と
な
っ
た

パ
リ
外
遊
時
の
ス
ナ
ッ
プ
、
帰
国
後
に
取
り

組
ん
だ「
抽
象
」
、
花
見
山
ほ
か
各
地
の

「
花
」な
ど
の
名
作
を
展
示
。国
内
外
の
旅

か
ら
育
ま
れ
た
、多
彩
な
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

―

い
ち
ご
い
ち
え―

主催： 福島市、福島市写真美術館（（公財）福島市振興公社）
協力： 秋山庄太郎写真芸術館、㈱スリーノーマン、㈱第一印刷、
 秋山庄太郎写真芸術協会、ぴあのおもてなし隊
後援： ＮＨＫ福島放送局、福島民報社、福島民友新聞社、福島テレビ、
 福島中央テレビ、福島放送、テレビユー福島、ラジオ福島、
 ふくしまＦＭ、福島コミュニティー放送ＦＭポコ

3/16 → 4/14

秋山庄太郎展２０２４

｜土｜ ｜日｜

2024

花見山公園にて（1991年）／撮影＝秋山庄太郎

「パリの四カ月」より（1960年）／撮影＝秋山庄太郎 「風描雨刻」より（1990年頃）／撮影＝秋山庄太郎

定　　員：40名（申込先着順）
参　加　料：一般500円、小・中学生300円（花の写真館観覧料込み）
申込み方法：３月１日～１０日に花の写真館へ電話（ＴＥＬ：024‐５６３‐４９９０）
　　　　 または裏面の申込フォームで

スライド上映＋朗読＋ピアノコンサート「パリにて 1960」ほか 「カメラ散歩～桃源郷へ！」

会　　場：花見山公園及び花の写真館
定　　員：20名（申込先着順）
参　加　料：一般500円、小・中学生300円（花の写真館観覧料込み）
申込み方法：３月１日～１０日に花の写真館へ電話（ＴＥＬ：024‐５６３‐４９９０）
　　　　 または裏面の申込フォームで

３/20 3/31
演奏　別府直子・岩﨑明子
　　　（中村由利子プロデュース・ユニット「ぴあのおもてなし隊」）

講師　秋山庄太郎写真芸術館 ワークショップチーム ほか

コンサートコンサート ワークショップワークショップ

秋山庄太郎展2024記念

13：30
〜

15：00 頃
（約90分）

（水・祝）
10：00
〜

16：30

（日）

詳しくはこちら

詳しくはこちら

あなたの撮った“感動”花見山スマホ写真を
お送りください！

3/16～4/14

と
う　

ほ
ん　

せ
い　

そ
う

な
ん　

せ
ん　

 

ほ
く　

 

ば

2F多目的室

※web応募のみ

「感動！花見山フォトギャラリー」
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と
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〒960-8002 福島市森合町11-36
TEL 024-563-4990
お車の駐車台数に限りがありますので、乗合せか
公共交通機関のご利用にご協力ください。

福島市文化振興課

TEL 024-525-3785

お問い合せ

福島市写真美術館（通称：花の写真館）

一期一会（いちごいちえ）
　　　　…生涯にただ一度会うこと。一生に一度きりであること。
東奔西走…ある目的のために、東へ西へ忙しく駆け巡ること。
南船北馬…絶えずあちこちを旅すること。（『広辞苑』などによる）

会　　場：花の写真館
開館時間：9：00～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　（入館は16：00まで）

観　覧　料：一　　  般     500円
　　　　  小・中学生     300円

抽選で100名様に「秋山庄太郎オリジナルポ
ストカード」をプレゼント
※無くなり次第終了

来場
特典

「いちごいちえ」 「花」 ：  秋山庄太郎　書



秋山庄太郎展 2024　いちごいちえ　花と旅――東奔西走、南船北馬

スライド上映＋朗読＋ピアノコンサート「パリにて 1960」ほか
今年のパリオリンピック開催にちなんで、秋山庄太郎が1960年に渡仏し
た折のスナップなどをスライド上映。逸話をテーマにした朗読、秋山と親
交のあった作曲家・ピアニスト中村由利子さんの楽曲をお聞きいただけ
ます。午後のひと時をヨーロピアンムードでお過ごしください。

　
「
春
の
訪
れ
」

い
つ
ど
こ
に
い
て
も
花
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、

福
島
市
郊
外
の
花
見
山
公
園
の
春
を
、

日
本
随
一
位
に
推
薦
し
た
い
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、詳
し
く
は
書
か
な
い
が
、

こ
の
世
の
桃
源
郷
で
あ
る
と
断
言
し
て
も
よ
い
。

花
好
き
が
一
度
こ
こ
を
訪
れ
た
ら
、

毎
年
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

秋山 庄太郎　あきやま・しょうたろう
（1920～2003）
東京・神田生まれ。女優ポートレートを数多く手がけ、第一線に
立つ写真家としての地位を不動のものにする。さまざまな写
真関連団体の重職を務め、写真文化の発展に尽力。ライフ
ワーク「花」により写真芸術の大衆化に貢献。1970年代以降、
当時「知る人ぞ知る」地であった福島市郊外の花見山公園を
「桃源郷」と絶賛し、同園の名を全国に広めた。1986年紫綬
褒章、1993年旭日小綬章を受章。2001年福島市ふるさと栄
誉賞を受賞。

「カメラ散歩～桃源郷へ！」
花見山公園やその周辺をたのしく散策しながら撮影。花の写真館でポスト
カードサイズにプリント、講評・展示します。

１Ｆ展示室 1～ 2　　セクション１「右往左往の日々」
　　　　　　　　　　　  花、動物、抽象、スナップ etc. ――さまざまな自主制作

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日時：３/20（水・祝）13：30～15：00頃（約90分） 
演　　奏：別府直子・岩﨑明子
　　　　 （中村由利子プロデュース・ユニット「ぴあのおもてなし隊」）
会　　場：多目的室（2階）
定　　員：40名（申込先着順）
参　加　料：一般500円、小・中学生300円（花の写真館観覧料込み）
申込み方法：３月１日～１０日に花の写真館へ電話（ＴＥＬ：024‐５６３‐４９９０）
　　　　 または申込フォーム（右下の二次元コード参照）で

◆ぴあのおもてなし隊プロフィール
「桃源郷～花見山によせて」など写真家秋山庄太郎の映像作品に
数々の楽曲を提供してきた、中村由利子さんプロデュースにより誕生し
たピアニストユニット。オリジナル楽曲や、幅広いジャンルの曲を披露
するなど、多彩な音楽芸術活動を展開している。

１Ｆ展示室 3～ 4　　セクション２「欧州紀行」
　　　　　　　　　　　 1960年、人生を見つめ直す旅で出会った欧州の街と人々

１Ｆ休憩室　　　　　映像作品 「桃源郷～花見山によせて」（他予定）
　　　　　　　　　　（写真：秋山庄太郎、音楽：中村由利子）

２Ｆ企画展示室　　　セクション4  「花紀行」
　　　　　　　　　　　  花見山をはじめとする、列島各地の美しい花と風景

２Ｆ多目的室　　　　映像記録「秋山庄太郎の世界̶花の四季̶」
　　　　　　　　　　　  スタジオや屋外での「花」撮影風景

２Ｆ所長室　　　　　写真家人生の軌跡
　　　　　　　　　作品と人生をゆかりの品 と々ともに紹介

展示内容展示内容

申込
フォーム

申込
フォーム

日時：3/31（日）10：00～16：30 ※雨天決行、荒天時は室内での講演に変更
講　　師：秋山庄太郎写真芸術館 ワークショップチーム　ほか

会　　場：花見山公園及び花の写真館
内　　容：【一部】１０：００～花見山公園（現地集合）「桃源郷カメラ散歩（花見山散策）」
　　　　　　　 11：30頃から自由時間。各自撮影・食事・移動
　　　　 【二部】１5：３０～花の写真館（現地集合）１時間程度
　　　　　　　 「カメラ散歩」で撮影した作品のプリント・講評 など
定　　員：20名（申込先着順）
参　加　料：一般500円、小・中学生300円
　　　　（現地撮影後、花の写真館の観覧料込み）
申込み方法：３月１日～１０日に花の写真館へ電話（ＴＥＬ：024‐５６３‐４９９０）
　　　　 または申込フォーム（右下の二次元コード参照）で
協　　力：秋山庄太郎写真芸術協会、(株)第一印刷
※デジタルカメラを持参してください。
※花見山から花の写真館への移動及び昼食は各自でお願いします。

セクション３「風描雨刻」
帰国後に撮り組み始めた、抽象写真芸術

（ふう びょううこく）

※新潟市立新津美術館、新潟県立植物園、東京都港区立青山生涯学習館、新潟県湯沢高原
　などの秋山庄太郎主要撮影地を中心に撮影指導会を展開、好評をえている。

「いちごいちえ」 「花」 ：  秋山庄太郎　書

●路線バス　【乗車場所】福島駅東口停留所(9番ポール)
コース①：「市内循環ももりん2コース」乗車→「福高前」下車（約5分）
コース②：「市内循環ももりん１コース」乗車→「福高前」下車（約17分）
※上記から東へ約１分

●花の写真館駐車場　13台 ※おもいやり駐車場含む
●臨時駐車場（保健福祉センター第2駐車場）

東北自動車飯坂インターから市街方面、国道13号を経由　約15分

お車の駐車台数に限りがありますので、乗合せか公共交通
機関のご利用にご協力ください。

●福島駅東口より徒歩　約15分

●MOMORINシェアサイクル
こちらもご利用ください。
詳しくは二次元コードを読み取ってホームページをご覧ください。

花の写真館
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〒960-8002 福島市森合町11-36
TEL 024-563-4990

福島市写真美術館（通称：花の写真館）

福島市文化振興課

TEL 024-525-3785
お問い
合せ
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